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基礎杭の施工状況に対応した根固め品質の確認実験 

その２：根固め部から採取した泥土とソイルセメントの構成割合 
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１.はじめに 

 その 2 では，根固め改良体の品質に影響を及ぼすと思わ

れる根固め液の注入方法をパラメータとした際の，根固

め部の泥土とソイルセメント(未固結試料)の材料組成分析

による構成割合を比較検討した結果について報告する。 
 

２.試験概要 

(1)施工条件 
 泥土採取による組成変化を防ぐため，ソイルセメント

は泥土採取場所と隣接する別孔でサイクルタイムを同じ

にして施工し，水圧式の採取器を根固め部まで降下させ

て試料を採取した。なお，採取器は 2 工程採取器であるた

め，実際の根固め築造工程にない時間経過の影響も結果

に含まれている可能性がある。 
前報(その 1)で示した施工条件のうち，根固め液の注入

方法を整理したものを表 1 に示す。泥土採取 (No.1-1~ 
No.10-1)とソイルセメント採取(No.1-2~ No.10-2)における，

根固め液注入までのサイクルタイムは，No.10-2 を除き掘

削水量・掘削速度ともに同じ条件である。根固め液とし

て用いたセメントミルクは，水セメント比(W/C)を 60%と

し，根固め部への注入率は 100%である。 
 

表 1 根固め液の施工条件 1) 
No. 軸部掘削 根固め液の注入方法 

1-2 標準速度 底部注入の後，正転で反復撹拌(基準) 

7-2 標準速度 正転で反復撹拌しながら注入 

8-2 標準速度 底部注入の後，反復撹拌せずに正転で引き上げ 

9-2 標準速度 正・逆転で反復撹拌しながら注入 

10-2 標準×1/2 底部注入の後，反復撹拌せずに正転で引き上げ 

 
(2)泥土およびソイルセメントの粒度試験 

採取器で採取した試料を均一に撹拌し，φ100×h200mm
サミットモールド缶の容器の天端まで試料を満たし，質

量を測定した。その後，一定量の水で水洗しながら 10mm，

2mm，75μm のふるいを通し，ふるい上に残存した試料(シ
ルトに関しては通過した試料)を 105℃で乾燥させ，礫

(10mm 以上 )，礫 (10mm-2mm)，砂 (2mm-75μm)，シルト

(75μm 以下)の乾燥質量および含水率を求めた。また，別

途 10mm のふるい上に残存した試料から，目視で粘土塊を

選別し，105℃で乾燥させ，粘土塊の乾燥質量および含水

率を求めた。洗い水も含めた物質収支から試料の構成割

合(mass%)を求めた。 
ソイルセメントに対しても，同様にふるい分けを実施

し，試料の構成割合を求めた。なお，ソイルセメントの

場合，75μm 以下はセメント粒子・シルトの混合物となる。 
(3)ソイルセメントの水分量とセメント量の分析 

(2)で構成割合を求めたソイルセメントと同じ試料を別

に計量し，ソイルセメントの水分量およびセメント量を

文献 2)の手法に従い，現場にて直ちに分析した。分析方

法の概要は次の通りである。 
乾燥式水分計を用いて 160℃で乾燥させ，ソイルセメン

トの水分量(W)を計測した。水分量を求めた後の乾燥させ

た試料はセメントと土の混合物である。この混合物を

1.00g 計量し，水 100ml 中に入れ，指示薬を約 0.5ml 滴下

した。この中に一定濃度の酸を入れ，30 分で溶液の色が

薄い赤色となる見かけの中和点となったときまでに入れ

た酸の量を As とした。 
 乾燥試料は，セメントと土の混合物であるので，あら

かじめ求めておいた乾燥試料 1.00g がすべてセメントであ

ったときの酸の量(Ac)を用いて，次の式[1]より，乾燥試

料中のセメント量を簡易的に求めた。 
 Cd＝As/Ac       [1] 
 Cd は乾燥試料中のセメントの量であるため，W を使用

して規格化し，乾燥する前のソイルセメント中のセメン

ト量(C)に次の[2]式により換算した。なお，W および C は

3 回の試験の平均値として結果を整理した。 
 C＝As/Ac×(1-W)      [2] 
 
３．試験結果および考察 
(1)粒度試験による泥土とソイルセメントの構成割合 
 ふるい分けによって測定した泥土とソイルセメントの

構成割合を図 1，図 2 に示す。泥土の水分量は，No.1-1 と

比較して，No.7-1 では約 12%，No.8-1 では約 24%多かっ

た。また，No.9-1 は No.1-1 と比較して，礫(10mm-2mm)が
約 6%多く，シルトが約 7%少なかった。ソイルセメントの
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土質・水の構成割合は，泥土の測定結果に似た傾向がみ

られたが，セメントミルクの注入により 75μm 以下の粒子

の割合が大きく増加することが確認された。 
(2)ソイルセメントの水分量およびセメント量の定量値 
分析により，ソイルセメントの水分量とセメント量を

定量した結果を図 3 に示す。水分量とセメント量以外の質

量を「その他(土)」として表記した。水分量は No.1-2 と比

較して，No.7-2 で約 4%少なく，その他の水準はほぼ同等

であった。一方，セメント量は No.1-2 と比較して，No.9-
2 で約 7%少なく，水セメント比は No.9-2 を除いてほぼ同

等(80~84%)であったが，No.9-2 のみ 95%と大きかった。 
(3)根固め部ソイルセメントの材料構成 

(2)で求めた水分量とセメント量の定量値を用い，図 2の
75μm 以下の構成割合に代入することで，セメント粒子を

含んだ構成割合を求めた。結果を図 4 に示す。根固め液の

注入撹拌方法によるセメント量の割合を比較すると，

No.1-2(基準)に対し，反復撹拌を行わない No.8-2，No.10-2
および反復撹拌のみ No.7-2，No.9-2のセメント量が相対的

に多くなった。また，No.7-2，No.9-2 は，反復撹拌時の回

転方法によってセメント量の差異が見られ，No.9-2はセメ

ント量に対する水分量が多く，水セメント比は最も大き

かった。 
 
４．結論 
本報告では，根固め液の注入方法が，根固め部の泥土

とソイルセメントの材料構成に及ぼす影響を比較検討し

た。結論は以下の(1)～(3)の通りである。 
(1) 施工サイクルタイムが同じ場合でも，根固め部から採

取した泥土の構成割合は杭孔の位置で異なった。 
(2) 施工方法が同じ杭孔では，泥土とソイルセメントの土

質の構成割合に相関がみられた。 
(3) 根固め液の注入撹拌方法によって，根固め部のソイル

セメントのセメント量や水分量に影響を及ぼした。 
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図 1 粒度試験での泥土の構成割合 

 
図 2 粒度試験でのソイルセメントの構成割合 

 
図 3 ソイルセメントの水分量とセメント量の定量値 

 
図 4 定量値に基づくソイルセメントの構成割合 
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